
豊岡市の新ロゴマークが誕生しました！

■ロゴマークについて

　豊岡の暮らしとともにあるコウノトリが静
かに羽を休める姿。卵をあたため、命を育む
コウノトリに、豊岡が大切に守り育ててきた
歴史や伝統を未来へつないでいく思いが重ね
られています。

■ロゴマーク選定の過程
１　一般公募
２　�第１回選定委員会で候補作品10点を選定
３　市民投票を実施
４　�第２回選定委員会で採用作品を選定
５　�デザインリファインを実施
６　�第３回選定委

員会でロゴマ
ークを決定

　豊岡市制20周年記念式典の後、採用デザインの応募者である加
か が

賀直
な お き

樹さん、選定
委員会委員とデザインリファイン※を担当した徳

と く だ
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ゆ う じ
司さん（株式会社カナリア）、門

間市長の３人で新ロゴマークについての座談会を行いました。
　※既存のデザインをより良く磨き上げる作業

《問合せ》経営企画課☎21−9022
▲�市ホームページ
　（座談会）

■デザインに込めた思い
　（採用デザイン応募者　加賀直樹さん）
　「実は、妻が豊岡出身で、十数年前、妻の実家
に結婚のあいさつに向かう道中ものすごくドキドキし
ていたんですが、巣にたたずむ一羽のコウノトリの
姿にふっとその緊張が和らいだのをよく覚えていま
す。結婚後も地域の人たちは『直樹さん、直樹さ
ん』と呼んでいつもあたたかく
迎えてくれて。皆さんからい
ただいた気持ちにこのデザイ
ンを通して恩返ししたいという
思いが一番強かったです。」

■ロゴマーク制作の裏話
　「原案をより良い形に磨き上げるため、最後
の最後まで議論されたのが“目”でした」と徳田
さんが話すと、市長と加賀さんも共感するよう
に笑い声があがりました。原案ではコウノトリ
に目が描かれており、その愛らしい姿は選定時
のコメントでも「可愛い」と評判で、見た人の心
をつかむチャームポイントの一つでした。「率
直に可愛すぎるな…と（笑）。将来にわたり長く
使用できる耐久性と、あらゆる場面で誰もが使
える汎

はんようせい
用性を高めるため、加賀さんの意図を尊

重しながらリファインを実施しました」と徳田
さん。
　完成したロゴマークについて加賀さんは「目を描

かないことで見る人によって笑っているかもしれない
し、休んでいるかもしれないし、こうして表情の捉
え方も変わるのがおもしろい
なと。より末永く使ってもらえ
る洗練されたデザインにして
いただけて、とてもうれしかっ
たです」と話します。

■ロゴマークの活用
　ロゴマークは市内小中学生や高校生にステッ
カーとして配布する予定です。門間市長は「ま
ち中にこのロゴマークがあふれることで“いの
ちへの共感に満ちたまちづくり”を市民の皆さ
んと共有でき、みんなで同じ方向を目指して豊
岡市としてさらにステップアップしたい」と締
めくくりました。
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